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本
修
士
論
文
は
、
正
始
年
間
（
二
四
〇
年
〜
二
四
九
年
）
を
代
表
す
る
二
人
の
思
想

家
、
何
晏
・
王
弼
の
思
想
を
検
討
し
、
か
つ
彼
ら
を
旗
手
と
す
る
「
玄
学
」
思
潮
が
儒

教
思
想
史
上
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
く
の
か
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
玄
学
」
と
は
、『
周
易
』『
老
子
』『
荘
子
』
の
「
三
玄
」
に
基
づ
き
、
形
而
上
的
概

念
や
抽
象
的
論
理
を
用
い
る
こ
と
を
特
徴
と
す
る
学
問
思
潮
で
あ
る
。
魏
晋
期
に
流
行

す
る
こ
の
学
問
思
潮
は
、
事
実
上
は
儒
道
融
合
の
思
想
と
い
え
る
が
、
先
行
研
究
で
は
、

あ
く
ま
で
儒
教
を
基
底
に
し
な
が
ら
も
、
経
典
解
釈
や
儒
教
の
論
理
に
老
荘
的
思
考
を

取
り
入
れ
た
思
想
と
い
う
見
方
が
有
力
と
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
近
年
で
は
堀
池

信
夫
が
、「
魏
晋
・
南
北
朝
時
代
に
、
道
家
思
想
に
基
づ
く
形
而
上
学
に
よ
っ
て
漢
代

儒
教
の
閉
塞
状
況
を
乗
り
越
え
、
新
た
な
儒
教
思
想
を
樹
立
し
よ
う
と
し
た
思
潮
を
い

う
」（
堀
池
信
夫
「
玄
学
」、
溝
口
雄
三
・
丸
山
松
幸
・
池
田
知
久
編
『
中
国
思
想
文
化

事
典
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
）
と
述
べ
る
。

　

た
だ
、
こ
の
よ
う
に
「
玄
学
」
が
「
漢
代
儒
教
の
閉
塞
状
況
を
乗
り
越
え
」
る
た
め

に
、「
道
家
思
想
に
基
づ
く
形
而
上
学
」
を
利
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
結
局
の
と
こ
ろ
そ
れ
ら
の
先
行
研
究
に
よ
っ
て
も
、「
玄
学
」
思
潮
は

儒
教
と
は
異
な
っ
た
枠
組
み
か
ら
照
射
さ
れ
続
け
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
い
ず
れ
の
研

究
に
お
い
て
も
、
高
度
に
抽
象
化
さ
れ
た
議
論
の
み
が
着
目
さ
れ
、
研
究
の
方
向
性
自

体
が
固
定
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、「
玄
学
」
は
未
だ
に
儒
教
史
の
展

開
の
中
に
位
置
づ
く
も
の
と
み
な
さ
れ
ず
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
中
国
思
想
の
う
ち
で
特
異

な
思
潮
と
み
な
さ
れ
続
け
て
い
る
。

　

か
か
る
状
況
を
踏
ま
え
、
本
修
士
論
文
は
改
め
て
何
晏
・
王
弼
の
思
想
を
検
討
し
、

彼
ら
の
思
想
が
儒
教
思
想
史
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
く
の
か
を
考
察
し
た
。
と
く

に
、
従
来
の
研
究
で
は
、
当
時
の
知
識
人
の
問
題
意
識
が
視
座
の
外
に
置
か
れ
て
検
討

が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
本
修
士
論
文
で
は
、
漢
代
の
儒
教
が
現
実
に
立
脚
し
て
そ
れ
に

対
応
す
る
具
体
的
な
理
論
を
提
出
し
て
き
た
こ
と
に
着
目
し
、
何
晏
・
王
弼
の
政
治

的
・
社
会
的
立
場
も
視
野
に
含
み
な
が
ら
検
討
を
行
っ
た
。

　

ま
ず
、「
第
一
章
、「
玄
学
」
の
生
ま
れ
た
場
│
太
和
の
浮
華
と
正
始
の
政
権
│
」
で

は
、
何
晏
・
王
弼
の
政
治
的
な
問
題
意
識
を
探
る
た
め
に
、
曹
魏
・
明
帝
期
の
太
和
の

浮
華
お
よ
び
何
晏
・
王
弼
が
仕
え
た
曹
爽
政
権
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
そ
れ
に
よ

れ
ば
、
史
書
に
「
浮
華
」
と
記
述
さ
れ
る
何
晏
ら
は
、
実
際
に
は
、
後
漢
の
清
議
運
動

を
模
倣
し
て
徒
党
を
組
ん
で
お
り
、
そ
の
背
景
に
は
、
明
帝
の
政
治
、
特
に
人
材
登
用

に
つ
い
て
の
批
判
的
な
意
識
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
、
彼
ら
は
明
帝
期
に

は
冷
遇
さ
れ
て
い
た
が
、
明
帝
の
遺
命
に
よ
っ
て
曹
爽
と
司
馬
懿
が
実
権
を
握
る
と
、

曹
爽
に
引
き
立
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
正
始
年
間
の
曹
爽
政
権
下
で
、
竇
太
后
臨
朝

期
の
大
将
軍
竇
武
・
太
傅
陳
蕃
の
治
世
を
倣
っ
て
、「
天
下
の
名
士
」
の
登
用
を
実
現

し
よ
う
と
働
き
か
け
て
い
た
。
つ
ま
り
、
彼
ら
の
所
属
し
て
い
た
正
始
の
論
壇
の
知
識

人
達
に
は
、
人
材
登
用
に
関
す
る
一
貫
し
た
問
題
意
識
が
横
た
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、「
第
二
章
、
何
晏
の
政
治
観　

│
何
晏
の
政
治
理
念
と
「
玄
学
」
│
」
で
は
、

何
晏
の
思
想
を
取
り
あ
げ
、
先
行
研
究
で
す
で
に
政
治
的
主
張
と
関
連
づ
く
と
さ
れ
て

い
た
「
無
為
」
の
思
想
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
何
晏
の
「
無
為
」
は
、
先
行
研
究
で
も

指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
聖
人
が
臣
下
を
択
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
天
下
が
治
ま
る
と
い
う
、

儒
家
の
「
無
為
」
を
踏
襲
す
る
。
し
か
し
、
さ
ら
に
何
晏
は
、
こ
の
聖
人
の
「
無
為
」

の
理
論
を
補
強
す
べ
く
、『
周
易
』
の
理
論
と
形
而
上
学
的
思
惟
に
よ
っ
て
「
聖
人
」

概
念
を
設
定
し
直
す
、
と
い
う
方
法
を
用
い
て
い
た
。「
聖
人
」
が
天
と
同
じ
く
「
元
」

「
正
始
玄
学
」
研
究

│
│
魏
晋
儒
教
と
し
て
の
「
玄
学
」
│
│伊

　
藤
　
　
　
涼
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徳
を
体
得
し
て
い
る
と
し
、
か
つ
ま
た
、「
聖
人
」
が
万
物
の
存
在
・
作
用
を
支
え
る

形
而
上
の
根
源
と
し
て
の
「
道
」
を
運
用
す
る
と
説
明
す
る
こ
と
で
、
聖
人
（
す
な
わ

ち
君
主
）
が
何
も
し
な
く
と
も
万
物
が
治
ま
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
理
論
的
な
根
拠
づ
け

を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

次
に
、「
第
三
章
、
王
弼
に
お
け
る
「
無
」
の
意
義
│
併
せ
て
先
行
研
究
の
王
弼
理

解
に
つ
い
て
│
」
お
よ
び
「
第
四
章
、
王
弼
の
「
道
」
に
つ
い
て
│
『
老
子
』
の
「
道
」

概
念
が
い
か
に
更
新
さ
れ
た
か
│
」
で
は
、
王
弼
思
想
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
前

段
階
と
し
て
、
王
弼
の
「
道
」
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
近
年
、
堀
池
・
和
久
両
氏
は
、

王
弼
の
思
想
に
つ
い
て
「「
無
」
は
「
道
」
に
上
位
す
る
」
と
い
う
見
解
を
提
示
し
た
が
、

筆
者
が
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
王
弼
に
お
い
て
は
〝
有
形
有
名
の
万
物
〞
が
「
有
」
と
言

わ
れ
る
と
き
の
対
表
現
と
し
て
〝
無
形
無
名
の
道
〞
が
「
無
」
と
言
わ
れ
る
の
み
で
あ

る
。
こ
こ
か
ら
、
王
弼
に
お
い
て
は
、「
道
」
概
念
こ
そ
が
最
も
重
要
な
概
念
で
あ
っ

た
と
言
え
る
。
た
だ
、
王
弼
の
用
い
る
「
道
」
概
念
は
、『
老
子
』
本
文
の
「
道
」
概

念
か
ら
大
き
な
変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
王
弼
は
、「
無
」
は
「
有
」
を
始
め
る
と

い
う
恣
意
的
な
論
拠
を
持
ち
出
す
こ
と
で
、
万
物
を
生
み
出
す
起
源
と
し
て
の
『
老
子
』

の
「
道
」
概
念
を
、
万
物
を
存
在
論
的
に
支
え
る
根
源
と
し
て
の
「
道
」
概
念
へ
と
変

様
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
「
道
」
に
つ
い
て
の
検
討
を
踏
ま
え
、「
第
五
章
、
王
弼
に
お
け
る
万
物

生
成
論
│
「
道
」
と
万
物
の
関
係
を
考
え
る
た
め
に
│
」
お
よ
び
「
第
六
章
、
王
弼
に

お
け
る
「
道
」
と
万
物
と
の
関
係
│
「
万
物
の
始
め
」
と
「
万
物
の
母
」
│
」
で
は
、

さ
ら
に
王
弼
の
「
道
」
概
念
と
万
物
の
関
係
を
具
体
的
に
検
討
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

王
弼
は
万
物
を
生
成
変
化
す
る
も
の
と
考
え
、
そ
の
生
成
変
化
に
沿
う
よ
う
に
「
未
形
」

と
「
有
形
」
と
い
う
二
つ
の
段
階
を
設
定
し
て
い
た
。
ま
た
、「
道
」
に
つ
い
て
は
、

万
物
の
設
定
に
基
づ
き
つ
つ
、
そ
れ
を
万
物
の
「
未
形
」
の
段
階
に
お
い
て
存
在
・
生

成
の
根
拠
で
あ
り
、
な
お
か
つ
、
万
物
の
「
有
形
」
の
段
階
に
お
い
て
個
物
そ
れ
ぞ
れ

の
本
質
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
た
。
端
的
に
言
え
ば
、
王
弼
に
お
い
て
「
道
」
は
、
万

物
の
段
階
に
合
わ
せ
て
存
在
・
生
成
の
根
拠
と
個
物
の
本
質
と
い
う
異
な
っ
た
は
た
ら

き
を
す
る
と
み
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、「
第
七
章
、
王
弼
の
聖
人
観
│
「
道
」
概
念
の
行
方
と
聖
人
の
無
為
│
」

で
は
、
そ
う
し
た
王
弼
の
「
道
」
概
念
が
、「
道
」
を
用
い
る
こ
と
で
万
物
が
治
ま
る

と
い
う
抽
象
的
な
統
治
理
論
へ
と
接
続
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
王
弼
は
、
そ
の

著
作
の
な
か
で
し
ば
し
ば
「
天
」
お
よ
び
「
聖
人
」
に
よ
る
「
無
為
の
治
」
を
述
べ
る

が
、
そ
の
根
拠
は
「
天
」・「
聖
人
」
が
「
道
」
を
反
映
し
た
存
在
で
あ
る
こ
と
に
求
め

ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
王
弼
が
「
道
」
を
万
物
の
根
源
と
す
る
抽
象
的
な
世
界
像
を
想

定
し
、根
拠
づ
け
、『
老
子
』
注
に
反
映
し
た
の
は
、何
晏
と
同
じ
く
、聖
人
に
よ
る
「
無

為
」
の
統
治
を
説
明
す
る
際
の
理
念
的
基
盤
と
し
て
「
道
」
を
根
源
と
す
る
抽
象
的
世

界
像
が
必
要
と
さ
れ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
以
上
の
何
晏
・
王
弼
の
思
想
の
検
討
を
踏
ま
え
る
と
、
何
晏
・
王
弼
の
思
想

は
い
ず
れ
も
、「
無
」
で
あ
る
「
道
」
が
、「
有
」
で
あ
る
万
物
を
統
御
し
て
い
る
、
と

い
う
「
抽
象
的
な
世
界
像
」
に
基
づ
き
、「
道
」
を
用
い
る
聖
人
が
何
も
し
な
く
と
も

万
物
を
治
め
る
、
と
い
う
「
聖
人
の
統
治
論
」
を
述
べ
る
点
で
共
通
す
る
。
つ
ま
り
、

何
晏
・
王
弼
の
思
想
は
、
理
念
的
な
統
治
の
理
論
化
を
そ
の
目
的
と
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
思
想
が
起
こ
っ
た
背
景
と
し
て
は
、
ま
ず
当
時
の
時
代
的

状
況
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
が
、
さ
ら
に
先
行
研
究
で
、
何
晏
・
王
弼
の
想
定

す
る
聖
人
が
い
わ
ゆ
る
儒
教
的
聖
人
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
も
注
意
し
た

い
。
儒
教
史
の
展
開
か
ら
見
れ
ば
、
何
晏
・
王
弼
の
思
想
は
、
漢
代
に
お
け
る
聖
人
概

念
の
再
設
定
の
流
れ
を
引
き
受
け
、
儒
教
的
聖
人
を
「
道
」
に
基
づ
く
抽
象
的
理
論
に

よ
っ
て
強
化
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、「
終
章
、
儒
教
と
し
て
の
「
玄
学
」
│
鍛
え
ら
れ
た
「
聖
人
」
概
念
│
」

で
は
、「
正
始
玄
学
」
以
前
の
「
聖
人
」
概
念
を
検
討
し
、
儒
教
史
上
に
お
け
る
「
玄
学
」

の
位
置
づ
け
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
。「
聖
人
」
概
念
は
、
そ
も
そ
も
統
治
の
あ
り
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方
と
緊
密
に
結
び
つ
い
た
概
念
で
あ
る
が
、
漢
代
に
な
る
と
そ
れ
が
理
論
的
に
補
強
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
。「
玄
学
」
思
潮
は
、
そ
う
し
た
漢
代
儒
教
の
流
れ
を
引
き
受
け
つ
つ
、

老
荘
思
想
を
援
用
し
た
新
た
な
「
道
」
概
念
に
基
づ
い
て
、「
聖
人
」
概
念
を
補
強
し

よ
う
と
し
た
思
潮
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
も
ち
ろ
ん
「
玄
学
」
は
、
す
で
に
吾
妻
重
二
（『
朱
子
学
の
新
研
究
│
近

世
士
大
夫
の
思
想
史
的
地
平
│
』
創
文
社
、
二
〇
〇
四
年
）
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
後

の
宋
代
儒
教
に
接
続
す
る
思
想
的
土
壌
も
形
成
す
る
。「
玄
学
」
の
儒
教
史
上
の
位
置

を
考
え
る
に
は
、
そ
う
し
た
魏
晋
以
降
の
儒
教
と
「
玄
学
」
の
関
係
も
指
摘
す
る
べ
き

で
あ
る
が
、
本
修
士
論
文
で
は
充
分
に
言
及
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
郭
象
・
張

湛
と
い
っ
た
、
他
の
玄
学
思
想
家
の
検
討
と
あ
わ
せ
て
、
今
後
の
課
題
と
す
る
こ
と
に

し
た
い
。
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最
澄
撰
『
守
護
国
界
章
』
は
、
天
台
宗
の
最
澄
と
法
相
宗
の
徳
一
の
間
で
交
わ
さ
れ

た
教
理
論
争
の
一
環
と
し
て
、
弘
仁
九
年
（
八
一
八
）
に
書
か
れ
た
著
作
で
あ
る
。
こ

の
論
争
は
、
最
澄
の
立
脚
す
る
一
乗
思
想
と
徳
一
の
立
脚
す
る
三
乗
思
想
の
対
立
を
根

底
に
有
し
、
イ
ン
ド
、
中
国
、
朝
鮮
に
お
け
る
一
乗
・
三
乗
思
想
の
議
論
の
集
大
成
に

位
置
づ
け
ら
れ
る
。
本
修
士
論
文
は
、
こ
の
『
守
護
国
界
章
』
に
展
開
さ
れ
る
議
論
を

取
り
上
げ
、
最
澄
教
学
の
諸
問
題
の
解
明
を
試
み
た
。

第
一
章
　
頓
漸
に
関
す
る
天
台
教
判
論
の
系
譜
と
最
澄

　

天
台
教
判
論
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
「
八
教
」
と
い
う
枠
組
み
は
、「
化
儀
の
四
教

＝
頓
・
漸
・
秘
密
・
不
定
」、「
化
法
の
四
教
＝
蔵
・
通
・
別
・
円
」
と
い
う
区
分
で
論

じ
ら
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
、『
守
護
国
界
章
』
巻
上
之
上
で
は
、「
化
儀
」

の
範
疇
に
あ
る
は
ず
の
「
頓
」
と
「
漸
」
が
、
そ
の
区
分
か
ら
逸
脱
し
て
「
化
法
之
頓
」、

「
化
法
之
漸
」
と
い
う
語
彙
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
本
章
は
、
ま
ず
天
台
教
判
論
に
お
け
る
頓
漸
観
に
関
す
る
系
譜
を
智
顗
か
ら

最
澄
ま
で
概
観
し
、
そ
の
後
、
最
澄
が
用
い
る
「
化
法
之
頓
」、「
化
法
之
漸
」
と
い
う

特
異
な
語
彙
と
、
そ
の
周
辺
の
語
彙
で
あ
る
「
教
頓
」
や
「
機
頓
」、「
部
頓
」
に
つ
い

て
、『
守
護
国
界
章
』
の
徳
一
と
最
澄
の
議
論
の
応
酬
の
文
脈
を
汲
み
取
り
な
が
ら
検

討
し
た
。

　

結
論
と
し
て
は
、「
化
法
之
頓
・
化
法
之
漸
」
と
い
う
概
念
は
、「
教
頓
・
教
漸
」
と

類
似
す
る
概
念
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
。「
教
頓
・
教
漸
」
は
、
湛
然
に
よ
っ

て
規
定
さ
れ
た
「
部
」
と
「
教
」
の
概
念
に
由
来
す
る
。
湛
然
に
お
い
て
、「
部
」
は
「
化

儀
」、「
教
」
は
「
化
法
」
に
近
似
す
る
概
念
で
あ
る
も
の
の
、
そ
の
関
係
性
の
厳
密
な

定
義
や
区
分
は
為
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
の
非
常
に
似
通
っ
た
二
つ

の
枠
組
み
は
、
後
の
学
匠
に
解
釈
の
余
地
を
残
す
こ
と
と
な
り
、
最
澄
は
「
部
＝
化
儀
」、

「
教
＝
化
法
」
と
捉
え
、
維
蠲
は
、「
部
・
教
」
と
も
に
「
化
儀
」
の
範
疇
に
あ
る
と
捉

え
た
の
で
あ
る
。
最
澄
は
、
徳
一
と
の
論
争
に
お
け
る
必
要
か
ら
、
湛
然
に
お
い
て
頓

と
の
み
結
び
つ
い
て
い
た
「
部
・
教
」
の
概
念
を
漸
に
も
適
用
し
、「
部
漸
・
教
漸
」

と
い
う
概
念
を
生
成
す
る
。
最
澄
の
時
点
で
「
部
・
教
」
の
概
念
は
、
湛
然
に
お
け
る

華
厳
教
学
と
の
対
決
と
い
う
文
脈
を
離
れ
て
、
暗
黙
裡
に
再
定
義
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
部
＝
化
儀
」、「
教
＝
化
法
」
と
い
う
図
式
化
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
概
念
は
、『
八
教
大

意
』
を
教
（
化
法
）
の
側
面
か
ら
論
じ
る
徳
一
に
対
し
て
、
部
（
化
儀
）
の
側
面
を
強

調
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
便
宜
的
な
概
念
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、「
化
法
之
頓
・
化

法
之
漸
」
と
は
、『
八
教
大
意
』
の
文
脈
に
お
い
て
化
儀
の
頓
・
化
儀
の
漸
に
焦
点
を

当
て
る
た
め
に
生
み
出
さ
れ
た
概
念
な
の
で
あ
る
。

第
二
章
　『
法
華
論
』
釈
義
史
に
お
け
る
徳
一
・
最
澄
の
位
置
づ
け

　

本
章
で
は
、『
守
護
国
界
章
』
に
展
開
さ
れ
る
法
相
の
徳
一
と
天
台
の
最
澄
の
『
法

華
経
』
の
釈
義
に
関
す
る
議
論
を
扱
い
、
そ
の
議
論
に
つ
い
て
、
五
分
科
・「
甚
深
」・

「
成
就
」
の
三
つ
主
題
別
に
分
け
て
系
譜
的
に
検
討
し
た
。

㈠
　『
法
華
論
』
方
便
品
の
五
分
科
に
関
す
る
議
論

　

こ
こ
で
は
、『
法
華
経
』
方
便
品
第
二
の
経
文
と
、『
法
華
論
』
方
便
品
で
用
い
ら
れ

る
五
分
科
と
の
会
通
に
関
す
る
徳
一
と
最
澄
の
議
論
を
検
討
し
た
。こ
の
議
論
は
、『
法

『
守
護
国
界
章
』
の
研
究

武
　
本
　
宗
一
郎
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華
論
』
方
便
品
の
五
分
科
と
そ
の
名
称
の
歴
史
、
そ
の
歴
史
か
ら
見
え
て
く
る
『
法
華

論
』
釈
義
に
お
け
る
天
台
教
学
の
法
相
教
学
か
ら
の
影
響
、
そ
し
て
、
そ
の
影
響
関
係

に
起
因
す
る
徳
一
と
最
澄
の
議
論
の
隘
路
、
と
い
う
三
つ
の
重
要
な
論
点
を
提
示
し
て

い
る
。
こ
の
三
点
に
つ
い
て
、
は
じ
め
に
『
法
華
論
』
方
便
品
に
説
か
れ
る
五
分
科
の

歴
史
に
つ
い
て
概
観
し
た
う
え
で
、
主
に
基
撰
『
法
華
玄
賛
』
や
智
顗
撰
『
法
華
文
句
』、

湛
然
撰
『
法
華
文
句
記
』
の
記
述
を
参
照
し
つ
つ
、『
守
護
国
界
章
』
の
議
論
を
解
説

し
た
。

　

結
論
と
し
て
は
、基
に
よ
る
名
称
を
採
用
し
た
湛
然
に
お
い
て
、法
相
と
天
台
の
『
法

華
論
』
釈
義
の
交
点
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
基
に
よ
る
名
称
を
採
用
し
た
湛
然
を
承
け

る
最
澄
が
、
基
に
よ
る
名
称
に
立
脚
す
る
徳
一
を
批
判
す
る
と
い
う
釈
義
の
構
図
が
、

こ
の
議
論
の
根
底
に
存
す
る
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
論
争
の
隘
路
を
生
ん
で
い
た
。

㈡
　『
法
華
論
』
の
「
甚
深
」
に
関
す
る
議
論

　

本
項
も
、第
一
に
、『
守
護
国
界
章
』
の
「
甚
深
」
に
関
す
る
議
論
の
前
提
と
な
る
『
法

華
論
』
の
「
甚
深
」
と
い
う
概
念
、
及
び
『
法
華
論
』
と
『
法
華
経
』
の
経
文
と
の
関

係
に
つ
い
て
概
説
し
、
そ
の
後
に
『
守
護
国
界
章
』
の
議
論
を
検
討
し
た
。

　

結
論
と
し
て
は
、「
甚
深
」
に
関
す
る
智
顗
の
『
法
華
文
句
』
の
教
説
を
敷
衍
し
て
、

よ
り
完
全
な
も
の
に
近
づ
け
た
湛
然
、
智
度
、
最
澄
の
な
か
で
も
、
と
り
わ
け
智
度
と

最
澄
に
は
、
智
顗
・
湛
然
の
解
釈
を
継
承
し
つ
つ
、
持
ち
越
さ
れ
て
き
た
問
題
に
一
定

の
答
え
を
与
え
る
教
説
の
発
揮
が
あ
っ
た
。
最
澄
以
降
の
円
珍
・
証
真
ら
の
教
説
が
、

智
度
や
最
澄
の
解
釈
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、智
度
と
最
澄
が
、「
甚

深
」
に
関
す
る
天
台
と
し
て
の
解
釈
の
一
つ
の
到
達
点
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

㈢
　『
法
華
論
』
の
「
成
就
」
に
関
す
る
議
論

　

前
項
と
同
様
、
前
も
っ
て
「
成
就
」
と
い
う
概
念
の
釈
義
の
系
譜
を
辿
り
、『
守
護

国
界
章
』
の
議
論
を
検
証
し
た
。
天
台
の
釈
義
の
系
譜
は
、『
法
華
文
句
』
巻
三
下
の

教
説
を
淵
源
と
し
て
、『
法
華
文
句
記
』
巻
四
上
、
智
度
撰
『
法
華
経
疏
義
纉
』
巻
三
、

最
澄
『
守
護
国
界
章
』
及
び
『
法
華
論
科
文
』、
証
真
『
法
華
疏
私
記
』
と
次
第
し
て
、

各
々
に
特
徴
的
な
教
説
を
立
て
て
い
た
。
智
顗
は
、
十
法
の
権
実
を
用
い
て
「
成
就
」

や
『
法
華
論
』・『
法
華
経
』
の
経
文
の
関
係
を
捉
え
る
が
、
そ
の
教
説
に
は
問
題
点
が

残
さ
れ
て
い
た
。
湛
然
は
こ
の
問
題
の
解
決
を
断
念
す
る
一
方
で
、
智
度
は
解
釈
を
増

広
す
る
形
で
問
題
点
を
会
釈
す
る
。
最
澄
は
、
智
度
と
は
全
く
逆
の
、
解
釈
を
捨
象
す

る
形
で
の
理
解
を
試
み
て
い
た
。
こ
の
最
澄
の
釈
義
は
、
最
澄
以
前
の
天
台
の
学
匠
の

も
の
と
は
か
な
り
異
な
る
様
相
を
呈
し
て
い
て
、
皮
相
的
に
見
れ
ば
、
む
し
ろ
法
相
の

基
の
教
説
に
類
似
性
が
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

第
三
章
　
徳
一
と
の
論
争
に
お
け
る
最
澄
の
密
教
思
想

　

最
澄
は
、
順
暁
よ
り
密
教
を
相
承
し
、
密
教
に
関
す
る
経
軌
を
日
本
に
将
来
し
、
弘

仁
三
年
（
八
一
二
）
に
は
日
本
で
初
め
て
灌
頂
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
事
績
か
ら
、
最

澄
は
台
密
の
祖
と
呼
ば
れ
る
が
、
最
澄
自
身
の
著
述
に
お
い
て
、
密
教
思
想
と
出
会
う

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
こ
こ
に
最
澄
の
密
教
思
想
の
実
像
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ

た
か
正
確
に
知
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
本
章
の
主
眼
で
あ
る
。

　

ま
ず
最
澄
の
円
密
一
致
思
想
に
つ
い
て
精
査
し
た
。
最
澄
の
密
教
に
対
す
る
姿
勢
は
、

概
し
て
「
円
密
一
致
」
と
い
う
語
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
浅
井
円

道
氏
に
よ
る
円
密
一
致
の
四
つ
の
定
義
の
一
々
に
つ
い
て
、
そ
の
根
拠
と
な
る
最
澄
の

著
述
や
資
料
、
歴
史
的
背
景
を
再
検
討
し
た
。

　

次
に
、
最
澄
の
密
教
思
想
の
内
容
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
用
例
は
少
な
い
が
、
最
澄

は
、
徳
一
と
の
論
争
に
お
い
て
、
密
教
義
が
色
濃
く
表
れ
て
い
る
『
大
日
経
疏
』
や
『
菩

提
心
論
』
か
ら
、
教
証
と
し
て
引
用
を
行
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
典
籍
が
、
ど
の

よ
う
な
文
脈
・
文
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
か
精
査
す
る
こ
と
で
、
最
澄
が
密
典
に
ど
の

よ
う
に
対
峙
し
て
い
た
か
を
検
討
し
た
。
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結
論
と
し
て
は
、
概
し
て
論
争
期
の
最
澄
は
、
密
教
固
有
の
教
説
や
思
想
を
用
い
る

こ
と
は
な
く
、
如
来
蔵
と
阿
頼
耶
を
会
通
す
る
部
分
や
二
乗
作
仏
を
論
じ
た
部
分
な
ど
、

仏
性
論
争
に
関
す
る
記
述
に
価
値
を
見
出
し
、
抽
出
し
て
い
た
。
こ
れ
に
は
、
徳
一
と

の
論
争
の
主
題
が
仏
性
に
あ
っ
た
こ
と
が
作
用
し
て
い
る
。
最
澄
の
密
教
へ
の
言
及
が

極
端
に
少
な
い
分
、
そ
の
思
想
内
容
を
正
確
に
評
価
す
る
の
は
難
し
い
が
、
三
一
権
実

論
争
史
上
、
天
台
教
学
史
上
は
じ
め
て
密
教
義
を
重
視
し
た
の
が
最
澄
で
あ
り
、
そ
こ

か
ら
台
密
が
展
開
し
て
い
く
と
い
う
意
味
で
は
、
最
澄
が
台
密
の
祖
で
あ
る
と
い
う
評

価
に
変
わ
り
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
検
証
か
ら
、
最
澄
は
、
密
教
義
を
重
ん
じ
た
こ
と
に

間
違
い
は
な
い
が
、
自
身
の
思
想
の
な
か
に
密
教
思
想
を
完
全
に
還
元
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
と
い
う
帰
結
に
至
っ
た
。

第
四
章
　『
守
護
国
界
章
』
に
見
ら
れ
る
「
義
林
章
」
の

　
　
　
　
書
誌
学
的
問
題
に
つ
い
て

　
『
守
護
国
界
章
』
を
は
じ
め
と
し
た
最
澄
の
三
一
権
実
論
争
関
係
の
文
献
に
は
、
論

証
の
た
め
に
数
多
く
の
経
論
が
引
用
さ
れ
る
。
引
用
さ
れ
る
記
述
の
な
か
に
は
、
現
在

で
は
逸
本
と
な
っ
た
典
籍
の
記
述
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
先
学
に
よ
っ
て
そ
の
復
元

が
試
み
ら
れ
て
き
た
。
本
章
で
扱
う
『
守
護
国
界
章
』
所
引
の
「
義
林
章
」
を
め
ぐ
る

書
誌
学
的
問
題
も
ま
た
そ
れ
ら
の
研
究
の
う
ち
に
あ
る
。

　

ま
ず
、
問
題
の
前
提
を
確
認
し
て
お
く
と
、
最
澄
の
著
述
の
各
所
に
は
、「
義
林
章
」

な
る
著
作
か
ら
の
引
用
と
し
て
、
現
行
の
基
撰
『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
七
巻
本
に
は
記

載
の
な
い
文
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
「
義
林
章
」
は
、
現
在
は
逸
本
と
な
っ
て
い
て
、
そ

の
思
想
全
体
を
具
さ
に
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、『
守
護
国
界
章
』
内
で
直
接
示
さ

れ
る
と
こ
ろ
だ
け
で
も
三
箇
所
で
言
及
さ
れ
、
最
澄
に
と
っ
て
法
相
批
判
の
根
幹
と

な
っ
て
い
る
。

　

先
行
研
究
で
は
、「
義
林
章
」
は
義
寂
撰
『
大
乗
義
林
章
』
十
二
巻
と
同
定
す
る
見

解
が
大
勢
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
薗
田
香
融
氏
が
、
正
倉
院
文
書
の
「
大
乗

義
林
章 

基
法
師
撰 

又
名
十
二
巻
章
」
と
い
う
記
載
を
論
拠
に
、
基
の
撰
述
に
か
か
る

十
二
巻
本
の
『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
が
存
在
し
、
そ
の
「
十
二
巻
章
」
こ
そ
「
義
林
章
」

な
の
で
あ
る
と
し
た
反
論
に
対
し
て
、有
効
な
回
答
を
提
出
で
き
て
い
な
い
。こ
の
「
十

二
巻
章
」
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
で
は
主
に
二
つ
の
説
が
あ
り
、
一
つ
は
「
義
林
章
」

と
同
じ
『
大
乗
林
章
』
と
見
る
説
、
も
う
一
つ
は
、
現
行
の
『
法
苑
林
章
』
七
巻
の
別

行
本
で
あ
る
十
二
巻
本
『
法
苑
林
章
』
と
見
る
説
で
あ
る
。
本
章
は
、
正
倉
院
文
書
の

章
疏
に
関
す
る
書
写
記
録
の
記
述
の
詳
細
を
改
め
て
調
査
す
る
こ
と
で
、「
十
二
巻
章
」

が
誰
の
如
何
な
る
著
作
で
あ
っ
た
の
か
を
特
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
天
平
年
間
か
ら
神
護
景
雲
年
間
か
け
て
は
、『
大
乗
法
苑
義
林
章
』

十
二
巻
の
存
在
は
確
認
で
き
ず
、
通
用
し
て
い
た
の
は
、『
大
乗
義
林
章
』
十
二
巻
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
し
て
、
正
倉
院
文
書
の
『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
十
二
巻
を

示
唆
す
る
記
述
に
つ
い
て
は
、『
大
乗
義
林
章
』
十
二
巻
が
「
十
二
巻
章
」
と
し
て
『
大

乗
法
苑
義
林
章
』
に
誤
認
・
混
同
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
合
理
的
で
あ
る
と
結
論

し
た
。
と
は
い
え
、『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
に
は
、
七
巻
本
や
十
二
巻
本
以
外
に
も
複

数
の
異
本
を
示
唆
す
る
記
述
が
あ
る
。
そ
こ
で
、『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
の
成
立
と
流

通
に
関
す
る
私
見
と
今
後
の
展
望
を
述
べ
て
、
本
章
の
結
び
に
代
え
た
。


